答弁書の記載方法等について

１　答弁書の記載方法

申立書の各項目ごとに、次の要領により箇条書きで記載してください。
(1) 申立人主張の事実をそのまま認める場合
　　　「・・・については認める。」

(2) 申立人主張の事実を否定する場合
　　　「・・・については否認する。」（否認する理由を併せて記載してください。）
　　　(注)　法律上の主張に対し反論する場合は、「争う」と記載してください。
(3) 申立人主張の事実が、自分の関知しない事実の場合

　　　「・・・については知らない（不知）。」

　　　(注)　一つの文の中に「認める」部分と「否認する」部分がある場合は、「・・・については認め、・・・については否認する。」のように記載してください。
　
２　提出部数

　(1) 答弁書は、合計３部（正本、副本、写し各１部）提出してください（以降、提出する書面も同様です。）。
(2) 相手方当事者が複数の場合は、１名を増すごとに副本を１部追加してください。
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